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2011年 4月20日 サンフ－ロン液剤（不耕起区） （除草） 100倍希釈500mL 10a⊖1
5月19日 ラウンドアップマックスロード（不耕起区） （除草） 1000倍希釈50L 10a⊖1
6月 6日 クリンチャ―バスME液剤 （除草） 100倍希釈100L 10a⊖1
6月21日 イネグリーンD粒剤（畦立て区） （除草） 1kg 10⊖1
ザークD粒剤（不耕起区・播－入区・代かき区） （除草） 3kg 10a⊖1
8月 9日 ブラシンフロアブル （殺菌）
モンカットフロアブル （抗菌） 1000倍液
トレボン乳剤 （殺虫） 100mL 10a⊖1
ロムダンゾル （殺虫）
2012年 4月16日 ラウンドアップマックスロード （不耕起区） （除草） 1000倍希釈50L 10a⊖1
5月 7日 ラウンドアップマックスロード （不耕起区） （除草） 1000倍希釈50L 10a⊖1
6月18日 イネグリーンD粒剤（代かき区） （除草） 1kg 10⊖1
6月25日 クリンチャ―バスME液剤 （除草） 100倍希釈100L 10a⊖1
6月29日 ワイドアタックSC （除草） 1000倍希釈50L 10a⊖1
7月12日 イネグリーンD粒剤 （除草） 1kg 10⊖1
8月 7日 ブラシンフロアブル （殺菌）
モンカットフロアブル （抗菌） 1000倍希釈
トレボン乳剤 （殺虫） 100mL 10a⊖1
ロムダンゾル （殺虫）


































































畦立て区 102.5 c 82.9 c 90.4 b 59.0　b
不耕起区 10.1 a 8.1 a 25.6 a 19.2　a
播－入区 75.4 b 60.4 b 4.8 a 3.8　a





































































































































































































































稈長 地上部重 一株穂数 押し倒し抵　　抗
押し倒し
抵　　抗 倒伏指数 挫折重 茎断面積 茎径比 倒伏程度
（cm） （g 株⊖1）（本 株⊖1）（g 株⊖1） （g 稈⊖1） （g） （mm2） （０⊖４）
移　植　区 82.6 b 280 cd 17.4 bc 160 b 9.29 c 0.97 a 1230 b 25.0 c 1.20 a 0
畦立て区 78.9 a 191 a 14.0 ab 98 a 7.04 ab 1.13 a 1195 b 18.7 ab 1.26 b 0.1
不耕起区 80.6 a 305 d 18.8 c 162 b 8.80 bc 1.02 a 1449 c 26.9 c 1.20 a 0
播－入区 87.3 c 245 bc 15.0 ab 97 a 6.68 ab 1.86 b 967 a 17.4 a 1.29 b 2.5


























































（m⊖2） （103 m⊖2） （％） （g） （g m⊖2） （g m⊖2）
2011年
　畦立て区 315 ab 91.8 a 29.0 a 81.2 b 22.8 c 660 a 535 a
　不耕起区 276 a 113 c 30.9 ab 81.3 b 23.0 d 712 b 579 b
　播－入区 340 b 94.1 ab 31.9 b 73.7 a 21.8 a 695 ab 510 a
　代かき区 333 b 97.7 b 32.5 b 78.8 b 22.3 b 725 b 571 b
2012年
　畦立て区 333 b 81.9 b 27.2 b 81.9 b 21.9 a 596 bc 488 ab
　不耕起区 247 a 111.4 d 27.6 b 78.2 a 23.2 c 641 c 501 b
　播－入区 248 a 102.3 c 25.3 ab 84.6 bc 22.5 b 568 ab 480 ab





























































































































































































































































































































































































































































果房重 糖度 軸重 粒数 果粒重 アントシアニン含量
年次 処理区 （g） （％） （g） （g） （OD530)
2011
竹粉 58.7 25.6 1.9 42.1 1.3 az 0.318 a
稲わら 51.8 25.6 1.7 36.4 1.4 a 0.252 b
対照 47.5 24.6 1.5 47.0 1.0 b 0.275 ab
2012
竹粉 83.5 23.3 3.7 52.6 1.5 0.452 a
稲わら 70.1 22.3 2.5 41.9 1.6 0.235 b





















































































































































































































































　　　　　　Spent Grains （ビール粕） 5GAL（ガロン）






































































































































Cultivar Differences in Nitrogen Use Efficiency of Field Grown Rice 
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Nguyen, C. Q., K. Saitoh and H. T. Thi: Cultivar 
differences in nitrogen use efficiency of field 
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小野恭平，福田文夫，平野　健，森永邦久，久保田
尚浩：モモ‘清水白桃’の果肉障害発生と果実
のポリフェノール含量に及ぼす窒素施肥量の影
響．園芸学会中四国支部平成24年度大会（岡
山市），園芸学会中四国支部発表要旨，51，15.
大山光男，吉田裕一，後藤丹十郎，村上賢治：補光に
よる明期延長が中玉トマト果実のCa濃度と尻腐
れ果発生に及ぼす影響．園芸学会平成25年度春
季大会（小金井市），園芸学研究，12（別1），105 
尾崎英治，吉田裕一：間欠冷蔵処理の処理時期と処
理回数が‘女峰’の開花に及ぼす影響，NOP法
人中四国アグリテック平成24年度地域産学連
携支援委託セミナー「イチゴの挿し苗育苗と間
欠冷蔵処理による花芽分化促進」（高松市）
重森はるか，吉田裕一，後藤丹十郎，村上賢治：根
域容量がトマト果実の品質，収量と尻腐れ果発
生に及ぼす影響，園芸学会平成24年度秋季大会
（福井県永平寺町），園芸学研究，11（別2），173 
塩崎義隆，齊藤邦行，ダイズの乾物生産と子実生産
に及ぼす播種期と裁植密度の影響，日本作物学
会第233回講演会（府中市），日作紀， 81，66-67
田邊詩步，齊藤邦行，山内稔，鉄コーティング種子
を活用した無代かき直播栽培技術の検証，日
本作物学会第233回講演会（府中市），日作紀， 
81，240-241
山口訓史，大谷翔子，後藤丹十郎，吉田裕一，谷　
一道，宮内勝久：夜温および培地温度がシュッ
コンカスミソウ‘アルタイル’の形態異常花序
発生および切り花形質に及ぼす影響，園芸学会
中四国支部平成24年度大会（岡山市），園芸学
会中四国支部発表要旨，51，52
山口訓史，大谷翔子，後藤丹十郎，村上賢治，吉田
裕一，谷　一道，宮内勝久：シュートの異なる
生育段階における低夜温遭遇がシュッコンカス
ミソウ‘アルタイル’の形態異常花序発生に及
ぼす影響，園芸学会平成24年度秋季大会（福
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山口訓史，原田ゆうき，後藤丹十郎，村上賢治，吉
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吉田裕一，稲角大地：間欠冷蔵処理によるイチゴの花
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吉田裕一 :空中採苗による挿し苗育苗技術．NOP法
人中四国アグリテック平成２４年度地域産学連
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の生産，流通改善講習会」（橿原市）
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